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 研究実績の概要

昨今、経済発展に伴い新興国における家電の需要が高まっており、特にルームエアコンは中国やイ
ンドで普及が拡大している。これに伴い、環境問題も深刻化している新興国では電力使用量の削減
が急務となっている。省エネ規制も厳しくなっていく中で、インバータエアコンを普及させること
ができれば電力使用量の大幅な低減が見込める。一方で、安定した電力網を維持するための電源高
調波規制が厳しく、その対応策としてリアクトルや力率改善(PFC)回路を付加するためにコストが
かかり、インバータエアコン普及の弊害となっている。そのため、単相全波整流回路と小容量フィ
ルムコンデンサを三相インバータに結合させた最も簡素な回路でインバータを構成して、低コスト
で交流モータを駆動できる電解コンデンサレスインバータが提案されている。しかし、このシステ
ムでは電源側の共振が顕著に生じ、装置の信頼性低下が問題となっていた。本研究では電源側の電
流制御系をインバータ制御に組み込み、実抵抗の挿入無しに共振振動を抑制する手法を提案した。
提案法では電源部の共振励起回路とモータを組み合わせてモデル化し、このモデルに基づいて電源
電流をフィードバックループを構成し、電源側の電流制御では実現できていなかった状態フィード
バック制御を行えるようにした。効果はシミュレーションで検証し、共振による電源電流高調波を
大幅に低減できることが確認できた。
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